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回
想 

―
北
海
道
護
国
神
社
慰
霊
大
祭
― 

土
田 

良
吉 

（
一
） 

慰
霊
大
祭
式
典 

 

去
る
、
令
和
元
年
六
月
四
、
五
、
六
日
に
か
け
て
、
旭
川

市
で
は
恒
例
の
北
海
道
護
国
神
社
慰
霊
大
祭
が
行
な
わ
れ
た
。

正
に
、
御
創
祀
百
十
四
年
・
終
戦
七
十
四
年
祭
で
し
ょ
う
！ 

 

残
念
な
が
ら
高
齢
の
私
は
北
海
道
中
標
津

な
か
し
べ
つ

町
か
ら
神
奈
川

県
に
転
居
し
て
以
来
、
参
列
を
欠
い
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

に
入
っ
て
初
の
大
祭
で
あ
り
、
意
義
深
い
も
の
を
強
く
感
じ

て
、
四
年
前
の
平
成
二
十
七
年
の
こ
の
日
、
中
標
津
遺
族
会

の
皆
さ
ん
と
参
詣
に
加
わ
っ
た
時
の
感
慨
を
綴
っ
て
み
ま
す
。 

そ
の
日
は
雨
模
様
と
異
例
の
寒
さ
で
大
変
な
一
日
で
し
た

が
、
御
創
紀
百
年
祭
の
記
念
行
事
も
あ
っ
て
、
改
装
を
終
え

立
派
に
な
っ
た
新
社
殿
の
境
内
に
は
、
全
道
各
市
町
村
か
ら

の
遺
族
団
体
な
ど
で
三
，
六
０
０
人
近
い
参
拝
者
で
し
た
。 

地
下
二
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
吸
い
上
げ
ら
れ
た
清
ら
か
な
水

で
「
手
水
の
清
め
」
を
済
ま
せ
社
殿
に
一
番
近
い
指
定
席
に

就
き
、
傍
に
中
標
津
遺
族
会
の
団
旗
を
建
て
お
わ
る
と
揃
っ

て
社
殿
に
進
み
深
々
と
礼
拝
。
記
念
ス
ナ
ッ
プ
に
収
ま
り
ま

し
た
。
開
会
ま
で
の
三
十
分
ほ
ど
の
間
、
大
雪
山
降
ろ
し
の

寒
風
に
曝
さ
れ
、
震
え
て
い
る
と
、
事
務
局
の
山
田
氏
が
配

っ
て
く
れ
た
温
か
い
ポ
ト
ル
の
熱
で
寒
さ
を
凌
ぐ
と
言
っ
た

笑
え
な
い
一
齣
も
あ
り
ま
し
た
。 

境
内
で
は
神
社
の
由
緒
、
あ
ま
た
の
英
霊
の
功
労
顕
彰
、

神
社
に
纏
わ
る
逸
話
な
ど
が
次
々
と
放
送
さ
れ
、
大
祭
の
雰

囲
気
は
い
や
が
上
に
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 

国
の
た
め
命
を
捨
て
し
も
の
の
ふ
の 

霊(

た
ま
）
は
鏡
に
い
ま
映
る
ら
む 

御
製 

「
皆
さ
ま
お
静
か
に
…
」
と
、
開
会
の
声
で
一
斉
に
黙
祷
を

奉
げ
る
。「
御
霊
よ
、
と
こ
し
え
に
安
ら
か
な
れ
」
と
、
次
い

で
厳
か
な
奏
楽
が
奏
で
ら
れ
静
々
と
式
典
が
進
行
す
る
。 

社
殿
で
は
宮
司
が
御
扉
を
開
き
「
靖
国
の
神
の
歌
」
を
奉

唱
、
宮
司
の
祝
辞
奏
上
。
声
が
拡
声
器
か
ら
境
内
に
木
霊
し

ま
し
た
。
続
い
て
天
皇
陛
下
の
幣
帛
料
・
各
祭
祀
料
を
献
上

…
…
。
境
内
で
は
参
列
者
コ
ー
ナ
ー
毎
に
御
祓
い
が
行
わ
れ
、

そ
の
間
に
宮
司
・
関
係
者
・
各
地
区
代
表
な
ど
百
名
近
い
方
々

の
玉
串
奉
奠

ほ
う
て
ん

が
続
き
ま
す
。
長
い
時
間
で
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
鎮
魂
の
浦
安
の
舞
、
舞
楽
納
曾
利
、

御
神
楽
太
鼓
と
続
き
、
中
で
も
、
遠
路
ド
イ
ツ
か
ら
好
意
参

列
し
た
ブ
ラ
ス
カ
ペ
レ
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ツ
バ
ル
ト
の
奉
納
演

奏
で
「
美
し
き
ブ
ラ
ハ
」「
リ
コ
ッ
ツ
マ
ー
チ
」
の
他
に
、
記
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念
に
と
、
も
う
一
曲
が
御
霊
に
奉
げ
ら
れ
、
大
祭
に
相
応
し

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
の
一
句
を
胸
に
閉
会
と
な
ま
し

た
。 

靖
国
の
宮
に
御
霊
は
鎮
ま
れ
ど 

お
り
お
り
帰
れ
母
の
夢
路
に 

わ
が
家
で
は
父
の
末
弟
の
末
司
叔
父
が
昭
和
八
年
四
月
、

函
館
重
砲
部
隊
に
入
営
、
日
支
事
変
以
来
、
戦
場
に
い
ま
し

た
が
、
昭
和
二
十
年
五
月
、
宗
谷
海
峡
で
海
没
、
無
念
の
戦

死
を
遂
げ
、
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

不
憫
で
な
ら
ず
、
末
尾
に
叔
父
が
乗
船
の
輸
送
船
が
米
潜

水
艦
の
攻
撃
を
受
け
た
時
の
知
ら
れ
ざ
る
真
相
を
載
せ
鎮
魂

の
証
し
と
し
ま
し
た
。 

 

（
二
） 

神
社
の
由
緒
・
沿
革 

 

改
め
て
神
社
の
由
緒
沿
革
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

鎮
座
の
在
所
は
旭
川
市
花
咲
町
一
丁
目
で
面
積
は
広
く
、

１
６
，
６
５
１
㎡
を
有
し
ま
す
。 

祭
神
は
戊
辰
の
役
、
西
南
の
役
に
次
い
で
日
清
・
日
露
の

戦
争
の
戦
没
者
５
０
０
０
柱
、
開
拓
に
殉
じ
た
屯
田
兵
、
北

海
道
・
樺
太
関
係
の
国
事
殉
難
者
な
ど
、
総
数
６
３
、
１
５

４
柱
（
平
成
二
十
六
年
現
在
）
の
英
霊
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま

す
。 中

で
も
第
二
次
世
界
大
戦
中
だ
け
で
も
極
北
の
ア
ッ
ツ
島

で
玉
砕
し
た
北
鎮
の
将
兵
、
或
い
は
灼
熱
の
大
陸
曠
野
に
、

南
海
の
孤
島
に
、
洋
上
に
、
大
空
に
勇
躍
征
途
に
上
り
沖
縄

の
玉
砕
に
至
る
ま
で
実
に
５
５
，
０
０
０
柱
の
尊
い
命
を
奉

げ
た
英
魂
が
永
遠
に
こ
の
社
に
鎮
ま
り
給
う
て
い
る
の
で
す
。 

神
社
は
創
祀
以
来
百
十
四
年
の
間
、
幾
多
の
変
遷
が
あ
り

ま
し
た
。 

明
治
三
十
五
年
、
時
の
旧
第
七
師
団
長
大
迫
尚
敏
の
主
催

の
も
と
、
練
兵
場
の
中
に
小
祀
を
建
設
し
、
北
海
道
の
国
事

殉
難
者
並
に
開
拓
に
殉
じ
た
屯
田
兵
を
祀
り
同
年
の
五
月
五

～
六
日
の
両
日
に
か
け
て
第
一
回
の
招
魂
祭
を
行
な
い
、
こ

の
年
を
神
社
の
年
と
定
め
ま
し
た
。 

明
治
四
十
三
年
五
月
、
現
在
地
に
お
い
て
新
社
殿
の
落
成
式

に
続
き
例
大
祭
を
執
行
。 

大
正
五
年
に
、
そ
れ
ま
で
師
団
招
魂
社
で
あ
っ
た
も
の
を
、

北
海
道
招
魂
場
と
改
め
た
。 

大
正
十
一
年
七
月
十
五
日
、
昭
和
天
皇
が
摂
政
宮
と
し
て

御
使
に
よ
り
代
拝
さ
れ
た
。 

昭
和
十
年
北
海
道
招
魂
社
と
称
し
鎮
座
祭
を
執
行
。
昭
和

十
四
年
四
月
一
日
、
政
令
の
変
更
で
内
務
省
令
に
よ
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っ
て
、
指
定
護
国
神
社
と
な
り
北
海
道
護
国
神
社
と

改
称
さ
れ
た
。
社
頭
の
整
備
を
進
め
、
こ
れ
で
全
道

の
英
霊
の
総
祀
社
と
し
て
名
実
と
も
に
兼
備
す
る
に

至
っ
た
。 

 

終
戦
を
経
て
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ
る

「
国
家
神
道
・
神
社
神
道
に
対
す
る
政
府
の
保
証
、
支
援
、

保
全
、
監
督
に
関
す
る
件
」、
い
わ
ゆ
る
神
道
指
令
に
よ
っ
て

北
海
道
護
国
神
社
は
も
と
よ
り
全
国
の
護
国
神
社
が
存
亡
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。 

連
合
国
側
が
言
う
に
は
、
護
国
神
社
は
国
民
を
欺
き
、
侵

略
戦
争
に
誘
導
す
る
た
め
に
意
図
さ
れ
た
軍
国
主
義
的
宣
伝

に
利
用
さ
れ
た
疑
い
が
濃
厚
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ

は
護
国
神
社
を
監
視
対
象
と
し
既
存
の
神
社
は
斉
し
く
宗
教

法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
神
社
は
、
政
府
・
自
治
体
か

ら
の
補
助
を
全
く
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
社
号
を
単
に
「
北

海
道
神
社
」
と
称
す
る
時
代
が
あ
っ
た
が
、
講
和
条
約
の
運

び
と
な
っ
た
昭
和
二
十
六
年
に
旧
名
の
「
北
海
道
護
国
神
社
」

と
改
め
ら
れ
た
。 

昭
和
四
十
年
、
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
本
殿
を
大
造
営
、

総
流
れ
造
り
丹
碧
の
塗
装
を
施
し
立
派
な
社
殿
が
出
来
上
が

っ
た
。
。 

昭
和
四
十
三
年
六
月
、
昭
和
天
皇
・
皇
后
が
共
に
親
拝
・

参
拝
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二
十
九
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
別
に

北
鎮
神
社
と
し
て
あ
っ
た
も
の
を
北
鎮
安
全
神
社
と
し
て
護

国
神
社
内
に
遷
座
合
祀
し
、
同
日
遷
座
祭
を
執
行
す
る
。 

昭
和
四
十
五
年
八
月
、
靖
国
神
社
の
宮
司
筑
波
藤
麿
氏
が

参
拝
し
て
い
る
。 

平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
、
五
年
の
歳
月
を
か
け
今

日
の
新
社
殿
が
完
成
し
た
。
毎
年
六
月
五
・
六
日
の
例
大
祭

は
今
や
全
国
の
一
大
祭
典
と
し
て
盛
大
を
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
毎
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
の
た

め
命
日
祭
を
齋
行
し
て
お
り
遺
族
、
英
霊
に
縁
の
あ
る
人
の

参
列
が
で
き
ま
す
。 

年
間
祭
事
と
し
て
元
旦
祭
、
節
分
祭
、
紀
元
節
祭
、
旧
八

十
九
聯
隊
慰
霊
祭
、
北
鎮
安
全
神
社
祭
、
一
木
隊
慰
霊
祭
、

明
治
節
祭
、
新
嘗
祭
、
天
長
節
祭
、
大
祓
際
、
除
夜
祭
な
ど

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
以
上
は
資
料
か
ら
の
転
記
。 

 

（
三
） 

感 

銘 

 慰
霊
祭
護
国
神
社
の
砂
利
の
音 

御
霊

み
た
ま

の
声
し
て
身
は
ひ
き
し
ま
る 

 

大
祭
か
ら
帰
っ
て
間
も
な
く
、
感
動
が
醒
め
ず
神
社
宛
て
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に
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。 

『
立
派
に
な
っ
た
厳
か
な
社
殿
に
叔
父
の
末
司
が
祀
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
叔
父
は
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
二
ヶ
月
前
の

丁
度
今
頃
の
こ
と
、
輸
送
船
で
転
進
中
、
旧
樺
太
愛
朗
岬

沖
の
海
上
で
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
船
は
轟
沈
、

無
念
に
も
戦
死
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
九
日

午
後
八
時
五
十
八
分
と
聞
い
て
い
ま
す
。
旧
陸
軍
函
館
重

砲
聯
隊
の
准
尉
で
し
た
。
こ
の
度
六
月
五
日
の
大
祭
礼
に

参
列
し
社
前
を
進
む
と
凛
々
し
い
叔
父
が
良
く
来
て
く
れ

た
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
感
慨
無
量
、
胸
が
引
締
ま
る
思

い
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
鎮
魂
祭
の
感
動
は
生
涯
消
え

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
亡
き
叔
父
の
喜
ぶ
笑
顔
が
瞼
に
浮

か
び
ま
す
』 

折
り
返
し
懇
ろ
な
返
信
が
届
き
ま
し
た
。 

『
土
田
良
吉
様
こ
ん
に
ち
は
、
メ
ー
ル
を
送
っ
て
頂
き
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
日
の
慰
霊
大
祭
は
と
て
も
気

温
が
低
く
、
寒
い
中
を
遠
く
か
ら
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、

そ
し
て
ご
参
拝
い
た
だ
き
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

立
派
に
な
っ
た
と
お
褒
め
い
た
だ
き
ま
し
た
御
社
殿
は
五

年
間
の
歳
月
を
か
け
、
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
昨
年
の

平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
我
々
神
主
は
、
今
後
と
も
御
英
霊
た
ち
を
お

祀
り
し
て
い
る
北
海
道
護
国
神
社
を
永
く
御
護
り
し
て
い

き
ま
す
。
土
田
様
も
ま
だ
ま
だ
お
元
気
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
お
身
体
に
は
充
分
に
気
を
つ
け
て
大
事
に
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
簡
単
に
お
越
し
に
な
れ
る
距
離
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
是
非
ま
た
御
来
社
い
た
だ
き
、
御
参
拝

し
て
下
さ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

ー
護
国
神
社 

茂
手
木 

亨
』 

と
、
心
を
温
め
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。 

道
産
子
の
自
分
は
大
戦
中
、
七
師
団
に
入
営
す
る
こ
と
が

当
然
だ
と
心
に
決
め
て
い
た
の
に
、
最
後
の
徴
兵
組
と
な
り
、

そ
れ
も
近
代
戦
は
航
空
機
の
戦
に
遷
り
、
鈴
鹿
の
航
空
師
団

に
入
営
し
ま
し
た
。
終
戦
の
五
ヶ
月
前
で
し
た
。
２
～
３
年

早
く
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
い
た
ら
、
ま
さ
し
く
七
師
団
に

入
り
最
も
犠
牲
の
多
い
年
齢
層
と
し
て
奮
戦
し
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
運
命
と
は
判
ら
な
い
も
の
、
軍
隊
は
運
隊
と
言

わ
れ
る
所
以
で
し
ょ
う
か
。 

 

七
師
団
は
熊
部
隊
と
言
わ
れ
勇
猛
を
馳
せ
ま
し
た
。
中
で

も
境
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る
一
木
支
隊
の
忠
魂
碑
の
前
に
立

つ
と
、
灼
熱
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
玉
砕
壊
滅
し
た
無
惨
な

勇
士
の
姿
が
目
に
浮
か
び
足
が
し
ゅ
く
み
涙
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。 

 

ア
ッ
ツ
島
、
サ
イ
パ
ン
、
沖
縄
な
ど
玉
砕
を
や
む
な
く
さ
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れ
た
激
戦
地
に
は
必
ず
熊
部
隊
の
名
が
あ
り
、
そ
の
犠
牲
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
ぞ
「
死
は
鴻
毛
よ
り
も
軽
し
」
と

ば
か
り
、
勇
敢
に
闘
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
英
霊
の
「
男

子
の
本
懐
…
」
の
精
神
は
我
々
の
心
を
打
ち
ま
す
。
神
社
で

は
次
ぎ
の
よ
う
に
訴
え
て
お
り
ま
す
。 

「
戦
後
、
国
の
補
助
を
絶
た
れ
て
か
ら
、
早
半
世
紀
以
上
が

過
ぎ
、
遺
族
の
力
添
え
で
困
難
を
乗
り
切
っ
て
来
た
も
の
の
、

遺
族
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
英
霊
の
遺
徳
が
忘
れ
去
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
行
く
末
の
英
霊
に
対
し
、
慰
霊
の
祭
事
を
絶

や
さ
な
い
た
め
代
祭
祓
料
奉
納
制
度
を
設
け
た
。
一
人
で
も

多
く
の
制
度
へ
の
登
録
を
切
望
し
て
い
る
」
と
。 

 

追 

記 
 

 

海
没
戦
死
し
た
叔
父
の
こ
と 

 

終
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
２
０
年
９
月
こ
ろ
で
し
た
。
重
砲

部
隊
で
叔
父
の
戦
友
だ
っ
た
Ｋ
さ
ん
が
突
然
見
え
て
、
次
の

よ
う
な
話
を
さ
れ
、
一
縷
の
望
み
も
消
え
て
父
母
と
悲
し
み

に
堕
ち
た
の
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。 

「
我
々
は
、
終
戦
２
ヵ
月
ほ
ど
前
の
昭
和
２
０
年
５
月
２
９

日
、
３
隻
の
輸
送
船
隊
で
千
島
の
占
守
島
か
ら
小
樽
に
転
進

中
の
こ
と
で
す
。
中
央
２
隻
目
の
船
に
は
千
名
近
い
将
兵
が

乗
っ
て
い
て
、
私
は
後
尾
の
３
隻
目
で
し
た
。
宗
谷
海
峡
に

入
っ
た
こ
ろ
、
夜
半
の
暗
闇
の
中
、
２
隻
目
に
敵
の
魚
雷
が

命
中
、
瞬
く
間
に
轟
沈
、
海
底
に
呑
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
土
田
准
尉
殿
が
乗
っ
て
い
た
の
で
す
。
大
変
親
し
く

し
て
貰
っ
た
の
に
、
気
の
毒
で
な
り
ま
せ
ん
…
」
と
。 

そ
れ
以
来
、
流
氷
融
け
て
間
も
な
い
冷
た
い
海
底
に
沈
ん
だ

叔
父
の
無
念
さ
が
偲
ば
れ
心
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

７
０
年
以
上
も
経
っ
た
昨
年
の
こ
と
、
友
人
に
宗
谷
海
峡

に
お
き
た
こ
の
事
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
ネ
ッ
ト
検
索
に
巧
み

な
彼
か
ら
「
真
相
が
分
か
っ
た
」
と
、
関
連
資
料
を
届
け
て

く
れ
た
。 

 

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
記
録
で
、
以
前
に
Ｋ
さ
ん
か
ら

聞
い
た
話
を
裏
付
け
る
に
は
十
分
過
ぎ
た
。
攻
撃
に
遭
っ
た

ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
と
は
ー
要
点
の
抜
粋
―
を
纏
め
ま
し
た
。 

艦
名
は
ス
タ
ー
レ
ッ
ト
…
カ
ス
ピ
海
に
生
息
す
る
小
型
チ

ョ
ウ
ザ
メ
に
因
み
命
名
さ
れ
た
。 

就
役
は
１
９
４
４
年
３
月
４
日
。
全
長
９
５
ｍ
。 

全
幅

８
・
３
ｍ
。
水
上
排
水
量
１
５
２
５
ｔ
、
水
中
２
４
２
４
ｔ
。 

最
大
速
度
水
上
３
７
ｋ
ｍ
、
水
中
１
６
㎞
。
航
続
距
離
２
万

㎞
。
巡
航
期
間
・
時
速
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
潜
行
４
８
時
間
、

哨
戒
活
動
７
５
日
間
。 

乗
員
・
士
官
６
名
、
兵
員
６
０
名
。

兵
装
４
イ
ン
チ
砲
１
、
機
関
砲
な
ど
９
基
、
２
１
イ
ン
チ
魚
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雷
発
射
管
１
０
門
。 

第
一
の
哨
戒 

１
９
４
４
年
７
月
４
日
最
初
の
哨
戒
で
小
笠
原
諸
島
方
面

に
向
か
っ
た
。
７
月
２
３
日
に
漁
船
を
雷
撃
に
続
く
砲
撃
で

破
壊
し
た
。
８
月
４
日
特
設
監
視
艇
宮
城
丸
（
２
４
８
ｔ
）

全
勝
丸
（
９
９
ｔ
）
を
撃
沈
。
８
月
８
日
父
島
近
海
で
、
特

設
駆
潜
艇
第
六
玉
丸
（
２
７
５
ト
ン
）
を
撃
沈
し
た
。
米
空

母
艦
載
機
部
隊
に
よ
っ
て
沈
め
ら
れ
た
日
本
船
団
の
生
存
者

達
を
捕
虜
と
し
て
連
行
し
た
。
５
３
日
間
の
行
動
を
終
え
ミ

ッ
ド
ウ
エ
ー
島
に
帰
投
し
た
。 

第
二
の
哨
戒 

日
本
近
海
に
向
か
っ
た
。
１
９
４
４
年
１
０
月
９
日
、
夕

刻
に
日
本
漁
船
を
撃
沈
し
た
あ
と
、
沖
縄
沖
で
６
名
の
撃
墜

さ
れ
た
友
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
救
助
し
た
。
敵
が
台
湾
沖
航

空
戦
の
誤
報
に
釣
ら
れ
て
出
撃
し
た
３
隻
の
巡
洋
艦
と
そ
れ

を
護
衛
す
る
６
隻
の
駆
逐
艦
の
艦
隊
に
攻
撃
を
試
み
た
が
失

敗
し
た
。 

１
０
月
２
５
日
、
小
沢
中
将
率
い
る
機
動
部
隊
へ
の
補
給

部
隊
に
対
し
４
本
の
魚
雷
を
発
射
し
た
が
最
初
の
攻
撃
は
失

敗
。
２
度
目
の
攻
撃
で
魚
雷
６
本
を
発
射
。
そ
の
内
１
本
は

別
の
目
標
に
命
中
し
た
よ
う
で
３
本
は
タ
ン
カ
ー
仁
栄
丸

（
日
東
汽
船
１
０
，
２
４
１
ｔ
）
に
命
中
沈
没
し
た
。
そ
の

後
、
病
院
船
を
発
見
し
た
が
見
逃
し
た
。
魚
雷
を
命
中
さ
せ

て
航
行
不
能
に
陥
ら
せ
て
い
た
タ
ン
カ
ー
た
か
ね
丸
（
日
本

海
運
１
０
，
０
１
２
ｔ
）
を
発
見
、
補
給
部
隊
の
１
隻
で
こ

れ
に
対
し
、
魚
雷
６
本
を
発
射
。
４
本
が
命
中
。
撃
沈
し
た
。

特
別
監
視
艇
第
２
２
号
と
の
交
戦
で
４
イ
ン
チ
砲
弾
の
全
て

を
使
い
果
た
し
た
。 

第
三
の
哨
戒 

日
本
近
海
に
向
か
っ
た
。
硫
黄
島
戦
の
援
護
で
関
東
地
方

を
空
襲
す
る
第
５
艦
隊
に
対
す
る
救
助
配
備
任
務
に
就
い
た
。

従
来
同
様
、
特
設
監
視
艇
を
蹴
散
ら
す
作
戦
に
従
事
し
た
。

３
月
１
日
、
立
山
丸
（
西
日
本
汽
船
１
１
４
８
ｔ
）
撃
沈
。

４
月
４
日
、
６
６
日
間
の
行
動
を
終
え
て
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
島

に
帰
投
し
た
。 

第
四
の
哨
戒
活
動 

１
９
４
５
年
４
月
２
９
日
、
四
回
目
の
哨
戒
で
千
島
列
島

お
よ
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
方
面
に
向
か
っ
た
。
こ
の
哨
戒
に
お

い
て
は
、
特
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
等
に
向
か
う
ソ
連
船
に

注
意
が
払
わ
れ
、
ソ
連
船
か
日
本
船
か
の
識
別
に
用
心
深
く

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
厳
格
な
識
別
が
出
来
な
い

と
き
に
は
見
逃
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
お
ま
け
に
日
本
船

が
攻
撃
を
逃
れ
る
べ
く
ソ
連
船
に
偽
装
し
て
い
る
と
い
う
疑

念
も
抱
か
せ
た
。
厳
格
な
識
別
の
上
で
次
の
２
隻
の
敵
船
を
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屠
る
こ
と
が
で
き
た
。 

１
９
４
５
年
５
月
２
９
日
の
午
後
遅
く
、
ス
タ
ー
レ
ッ
ト

は
３
隻
の
護
衛
艦
が
つ
い
た
大
小
の
日
本
貨
物
船
を
発
見
、

１
６
時
４
１
分
、
船
団
に
接
近
を
試
み
た
が
、
船
団
が
コ
ー

ス
を
変
え
た
の
で
攻
撃
で
き
な
か
っ
た
。
１
７
時
２
０
分
ご

ろ
に
一
旦
接
近
が
途
切
れ
た
が
、
浮
上
し
て
探
索
し
た
結
果
、

１
８
時
２
２
分
に
見
張
り
が
船
の
煙
を
発
見
。
夜
間
の
浮
上

攻
撃
を
行
な
う
こ
と
に
決
め
、
所
定
の
位
置
に
つ
い
た
。
樺

太
中
知
床
岬
北
東
海
域
で
各
貨
物
船
に
対
し
て
３
本
ず
つ
の

魚
嶺
を
発
射
。
２
分
後
日
本
護
衛
艦
の
一
隻
が
向
か
っ
て
く

る
の
が
見
え
た
が
、
す
ぐ
に
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
２
分
後

に
も
う
一
度
２
本
の
魚
雷
を
発
射
し
、
程
な
く
し
て
２
０
秒
後

に
４
っ
の
爆
発
を
確
認
。
日
本
護
衛
艦
は
爆
雷
攻
撃
を
開
始
し

た
。
３
分
後
、
目
標
は
船
尾
か
ら
沈
ん
で
い
っ
た
。 

２
２
時
１
１
分
追
撃
し
て
来
る
護
衛
艦
の
艦
首
に
対
し
魚

雷
を
４
本
発
射
。
ま
だ
浮
ん
で
い
る
貨
物
船
に
対
し
て
更
に

攻
撃
を
行
な
う
べ
く
用
心
深
く
接
近
し
て
い
っ
た
。
目
標
は

船
尾
が
煙
に
覆
わ
れ
て
航
行
不
能
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時

２
隻
の
護
衛
艦
が
爆
雷
攻
撃
を
行
な
っ
て
、
そ
れ
は
ま
る
で

周
囲
に
水
を
撒
き
散
ら
し
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
護
衛
艦
の

１
隻
が
ス
タ
ー
レ
ッ
ト
と
目
標
の
間
に
割
っ
て
入
り
、
こ
れ

に
向
か
っ
て
３
本
の
魚
雷
を
発
射
。
な
お
も
追
い
続
け
て
く

る
の
で
艦
首
に
向
け
て
魚
雷
４
本
を
発
射
し
た
が
ス
タ
ー
レ

ッ
ト
は
そ
の
場
を
逃
げ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
の
後
も
砲
戦

が
交
わ
さ
れ
た
が
、
巧
み
に
操
艦
し
て
何
と
か
逃
げ
切
る
事

が
で
き
た
。 

ス
タ
ー
レ
ッ
ト
が
こ
の
戦
闘
で
撃
沈
し
た
目
標
は
、
呉
竹

丸
（
日
本
郵
船
１
９
２
４
ｔ
）
天
領
丸
（
辰
馬
汽
船
２
１
９

３
ｔ
）
だ
っ
た
。
６
月
１
０
日
、
４
２
日
間
の
行
動
を
終
え

て
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
島
に
帰
島
し
た
。
― 

後
略 

― 

 

昭
和
２
０
年
５
月
２
９
日
、
３
隻
の
輸
送
船
団
が
小
樽
に

向
け
占
守
島
片
岡
湾
を
出
港
し
た
。
叔
父
の
乗
船
「
天
領
丸
」

は
中
央
の
２
隻
目
で
、
防
空
２
３
大
隊
の
将
兵
９
４
７
名
を

乗
せ
樺
太
・
東
方
洋
上
を
航
行
中
、
樺
太･

愛
朗
岬
沖
で
不
運

に
も
米
潜
水
艦
ス
タ
ー
レ
ッ
ト
に
発
見
さ
れ
、
２
０
時
５
５

分
頃
、
魚
雷
を
４
番
艙
後
部
に
う
け
瞬
く
間
に
船
尾
か
ら
沈

没
し
た
。 

船
砲
隊
２
６
名
、
将
兵
７
７
３
名
、
船
員
５
７
名
。
計
８

百
余
名
が
海
没
戦
死
。
多
く
の
英
霊
の
無
念
さ
を
偲
び
鎮
魂

の
思
い
で
真
相
に
迫
っ
た
が
「
惨
い
！
」
の
一
語
に
尽
き
る
。

幸
い
に
も
、
亡
き
叔
父
の
難
を
免
れ
た
戦
友
が
涙
な
が
ら
に

語
っ
て
呉
れ
た
修
羅
場
の
証
言
に
感
謝
し
つ
つ
筆
を
擱
き
ま

す
！ 


